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「
六
郷
」
わ
が
ま
ち
で
す
。
　
　
　

    

私
た
ち
が
日
々
暮
ら
す
ま
ち
で
す
。

　

 

約
半
世
紀
前
、
わ
が
ま
ち

4

4

4

4

に
は
工
場
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
駅
に
着
い
た
人
々
は
改
札
を
出
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
場
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

 

そ
し
て
今
、
人
々
は
改
札
に
入
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
向
け
て
出
発
し
て
い
き
ま
す
。

　
 

た
っ
た
半
世
紀
で
、
六
郷
は
工
場
の
町
か
ら
暮
ら
し
の
町
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
 

私
た
ち
の
ま
ち
六
郷
は
、
六
郷
神
社
の
創
建
時
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
も
九
百
六
十
年
以
上
の
歴
史
を
辿
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
暮
ら
し
て
い
る
身
近
な
場
所
に
意
外
な
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
続
い
て
ゆ
く
明
日
の
た
め
に
、
今
回
は
第
一
京
浜
国
道
（
国
道
15
号
線
）
に
沿
っ
て
振
り
返
り

ま
す
。

　

六
郷
に
工
場
が
多
く
出
現
す
る
の
は
、
関
東
大
震
災
後
、
昭
和
三
年
の

内
務
省
の
「
工
場
地
域
」
指
定
に
よ
り
急
速
に
進
ん
だ
た
め
で
す
。

  

近
年
、
移
転
し
た
工
場
跡
地
に
マ
ン
シ
ョ
ン
や
住
宅
が
で
き
て
い
ま
す
。

新
し
く
移
っ
て
き
た
人
々
に
と
っ
て
は
、
職
住
接
近
の
地
域
と
し
て
も
、

魅
力
再
発
見
の
ま
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

六郷の成り立ちや歴史を知って、地域の魅力を再発見！

青い屋根の東豊エステート
は第一京浜沿いの地域初
の高層マンションでランド
マークになっているかも！

六郷橋から臨む
多摩川緑地は親
子が遊び、運動
を楽しむ姿が見
られます。

2017年にグリコ跡地
に大型マンションがで
きました。

高畑小学校はここ10年、児童数
約20％増。児童数減少の中、他
校の約２倍の児童数です。

西六郷公園
（タイヤ公園）
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文

文
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・六郷わがまち  第27号

・六郷今昔小誌

　　　　　（平成13年度版）

・六郷今昔小誌

　　　　　（平成24年度版）

・大田区ふるさと発見ブック

・大田の観光　秋

（大田観光協会）2015No18

雑色駅と京急蒲田駅間にあった出村駅は昭和20年の
空襲で焼けると、廃駅となった。
最寄りにあった東京計器が機能を停止し、利用客が
減ったからのようです。

六郷工科高校ができる前は第一屋製
パンで、さらにその前は宮田工業と
いう日本最古の自転車製造の会社
だったそうです。

文政 4年の記録で
は、全国の大名家総
数262のうち、153
家が東海道を通過し
たという。

志茂田小・中
（大倉陶園跡）

旧六郷木橋の遺構
である親柱が六郷
神社内に保存され
ています。

大田区でも有名なタイヤ公
園、車窓からも見えます。
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「
六
郷
」
の
名
付
け
の
由
来
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
江
戸
時
代

の
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
八
幡
塚
、
高
畑
、
古
川
、
町
屋
、

道
塚
、
雑
色
の
六
村
が
六
郷
村
と
い
う
一
つ
の
村
で
あ
っ
た
と
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
昭
和
7
年
に
東
京
市
に
合
併
し
蒲
田
区
六
郷
町
と
な

り
ま
し
た
。

 　

六
郷
と
い
う
町
は
、
東
六
郷
、
西
六
郷
、
仲
六
郷
、
南
六
郷
か

ら
成
り
立
っ
て
い
て
、
北
六
郷
が
な
い
。
羽
田
方
面
か
ら
川
沿
い

に
東
、
南
、
仲
、
と
き
て
、
JR
を
越

え
た
山
武
ハ
ネ
ウ
エ
ル
と
い
う
会
社

が
あ
る
あ
た
り
が
西
。
そ
の
な
ら
び

の
町
の
北
側
が
雑
色
町
と
鉢
合
わ
せ

し
て
い
る
た
め
「
北
無
し
」
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

（
田
中
政
雄
著
・
『
わ
が
町
あ
れ
こ
れ
第
10
号
』
）

　
雑
色
は
、
古
代
律
令
国
家
時
代
か
ら
、
宮
中
の
雑
役
な
ど
を
す

る
役
目
の
事
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、
雑
色
町
の
確
た
る
由
来
は

不
明
で
す
。
地
域
的
に
は
、
東
六
郷
二
丁
目
、
南
六
郷
一
、
二
、

三
丁
目
地
域
あ
た
り
で
す
が
、
今
で
は
京
急
の
雑
色
駅
や
商
店
街

な
ど
に
名
を
残
し
て
い
る
の
み
で
す
。

　　

生
ま
れ
て
初
め
て
こ
の
雑
色
と
い
う
変
わ
っ
た
名
前
の
駅
で
京

急
線
を
降
り
た
。
（
中
略
）
短
い
ア
ー
ケ
ー
ド
街
を
く
ぐ
り
抜
け
、

交
通
量
の
多
い
第
一
京
浜
（
国
道
15

号
線
）
を
渡
り
、
路
地
を
三
つ
ば
か

り
曲
が
る
と
、
道
路
を
挟
ん
で
東
六

郷
小
学
校
の
向
側
に
三
信
交
通
の
看

板
が
見
え
て
く
る
。

（
山
田
清
機
著
・

　
　
　

『
東
京
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
』
）

　

六
郷
地
域
の
町
会
名
に
は
、
東
・
西
・
南
・
仲
の
冠
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、

宮
本
町
会
に
は
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
由
来
は
六
郷
神
社
（
八
幡
宮
）

の
傍
に
存
在
す
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
？

  

現
在
の
第
一
京
浜
国
道
に
沿
っ
て
六
郷

神
社
前
か
ら
六
郷
橋
に
続
く
脇
道
に
旧

東
海
道
の
名
残
が
あ
り
ま
す
。

　　

行
列
を
組
ん
だ
阿
蘭
陀
商
館
長
一
行
は
、
土
手
を

上
が
っ
て
江
戸
へ
の
最
後
の
道
を
辿
っ
て
い
っ
た
。

（
佐
伯
泰
英
著
・
『
居
眠
り
磐
音
江
戸
双
紙
』
）

　

雑
色
か
ら
六
郷
土
手
よ
り
の
車
窓
右
手
に
、
グ
リ

コ
の
大
き
な
看
板
が
遠
望
で
き
た
が
、
そ
れ
が
い
つ

頃
か
ら
あ
っ
た
も
の
か
い
つ
頃
の
印
象
だ
っ
た
の
か
、

さ
だ
か
で
な
い
。
（
中
略
）
今
は
高
い
マ
ン
シ
ョ
ン
や
家
並
に
隠
れ
て
、

京
浜
急
行
の
車
窓
か
ら
は
目
を
凝
ら
し
て
も
見
え
な
い

（
石
川
利
夫
著
・
『
昭
和
の
風
景
』
）

　

今
年
3
月
に
、
発
刊
さ
れ
た
堂
場
瞬
一

著
『
割
れ
た
誇
り
』
の
中
に
描
か
れ
た
…

　　

六
郷
橋
は
東
京
と
神
奈
川
の
県
境
、
多

摩
川
に
か
か
る
第
一
京
浜
の
橋
で
あ
る
。

全
長
４
４
３
・
７
メ
ー
ト
ル
。
こ
の
辺
を

車
で
走
っ
た
こ
と
が
な
い
人
で
も
、
箱
根

駅
伝
の
中
継
で
み
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
駅
伝
の
テ
レ
ビ
中
継
の
視
聴
率

を
考
え
る
と
、
あ
る
意
味
東
京
で
一
番
有

名
な
橋
だ
。

　　

…
新
春
の
青
空

と
六
郷
橋
、
思
い

浮
か
び
ま
す
よ
ね
。

　
　
小
説
の
中
の
六
郷
わ
が
ま
ち

　

私
た
ち
の
暮
ら
す
六
郷
地
区
に
欠
か
す
こ
と
が
出
来
な
い
多
摩
川
。
徳
川
家
康
の
命
に
よ
り
、
橋
が
架
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
幾
度
と
な
く
橋
は
流
さ
れ
、
約
二
百
年
に
渡
り
「
渡
し
船
」
が
往
来
し
、
六
郷
は
江
戸
へ
の
玄
関
口
と
な
り
、
江
戸
城
、

日
本
橋
へ
と
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
六
郷
は
多
く
の
時
代
小
説
や
現
代
小
説
に
も
登
場
し
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
ヒ
ン
ト
に
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
地
域
の
由
来
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
す
。　
　

（
太
字
は
小
説
引
用
部
分
で
す
）

第五回美芸展
　西六郷二丁目町会にお住いの方々が育

てた菊、つるし雛などを展示します。

ぜひご来場ください。

　日　時：令和元年11月11日（月）～15日（金）

　　　　　10時～16時

　会　場：六郷地域力推進センター １階ロビー

六郷ふれあいフェスタ
～新時代への躍動～

　日　時：令和2年2月23日（日）

　会　場：六郷地域力推進センター

　岩崎恭子さんの講演会や、ドローン操

作体験など楽しい企画が盛りだくさん！

同日雑色商店街でも企画を実施予定です。

ぜひご来場ください！

今年もふわふわトランポリンがあります！

岩崎恭子さん 昨年の模擬店の様子

編
集
後
記

　

な

ぜ

雑

色

と

い

う

名
前
が
つ
い
た
の
か
し

ら
？
た
ま
た
ま
読
ん
で

い
た
小
説
に
雑
色
の
地

名

の

由

来

が

あ

り

ま

し
た
。
そ
こ
で
、
わ
が

ま
ち
に
つ
い
て
調
べ
て

み
る
と
、
昔
の
事
や
知

ら
な
か
っ
た
事
に
わ
く

わ
く
！
今
ま
で
に
な
く

大
変
な
取
材
で
し
た
が
、

六
郷
は
す
っ
か
り
私
た

ち
の
ふ
る
さ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

浅
　
賀
（
南
三
）

村
　
野
（
東
二
）

有
　
田
（
仲
四
）

五
十
嵐
（
高
畑
）


